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いはい!

つみきを高くつんでいく子どもたち

みんなで息がピッタリ合った餅つき

　

12
月
18
日
㈰
、
北
山
の
世
代
交
流
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
美
作
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
安
心
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
よ
う
に
提

供
・
利
用
会
員
と
子
供
た
ち
の
親
睦
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
親
子
連
れ
約

１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
現
代
玩
具
博
物

館
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
夢
館
か
ら
３
０
０
０
個
の
つ
み
き
を
借
り
、
天
井
に
届
き

そ
う
な
く
ら
い
高
い
タ
ワ
ー
を
つ
み
あ
げ
た
り
、ト
ン
ネ
ル
や
窓
を
つ
く
り
、

最
後
に
ガ
ラ
ガ
ラ
っ
と
崩
れ
る
様
は
、

迫
力
満
点
で
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
が
交
互
に
杵
と
臼
を

使
っ
て
、小
さ
な
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、

み
ん
な
で
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。
つ
き

あ
が
っ
た
お
餅
は
き
な
こ
や
あ
ん
こ
を

つ
け
て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
提
供
会

員
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　

 　

つ
み
き
＆
餅
つ
き
体
験

　

美
作
地
域
（
旧
美
作
町
エ
リ
ア
）
の
福

祉
団
体
が
情
報
交
換
し
、
地
域
の
福
祉
力

向
上
を
話
し
合
う
美
作
地
域
福
祉
推
進
連

絡
会
議
を
12
月
22
日
㈭
、
美
作
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
会
議
は
、
先
に
開
催
さ
れ
た

美
作
市
全
体
の
福
祉
推
進
会
議
を
受
け
、

各
地
域
で
も
生
活
・
福
祉
課
題
に
対
応
し

よ
う
と
、社
会
福
祉
協
議
会
が
呼
び
か
け
、

企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
美
作
地
域
の
民
生
・
児
童
委

員
、
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、
地
区
社
協
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
代
表
者
ら

20
人
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
活
動
内
容
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
意
見
交
換
で
は
、「
同
じ
よ
う
な
活
動
な
ら
ば
単
独
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、

連
携
し
て
進
め
る
方
が
活
動
し
や
す
い
」「
地
域
の
福
祉
問
題
は
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
一
層
の
連
携
を
深
め
、
活
動
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
会
議
は
、
市
内
の
他
地
域
で
も
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
細
か
い
地
域
単
位
で
も
連
携
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
力
向
上
へ
向
け

　

関
係
団
体
が
協
議

　
　

〈
美
作
地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
〉

地
域
の
福
祉
力
向
上
へ
向
け

　

関
係
団
体
が
協
議

　
　

〈
美
作
地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議
〉

福祉団体の連携を話し合う参加者
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いはい!

クリスマス会でプレゼントを受け取る参加者

　

私
た
ち
は
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
子
供
を
育

て
て
い
る
親
の
会
で
す
。
２
ヶ
月
に
１
度
会
合
を

開
き
、情
報
交
換
や
福
祉
制
度
の
勉
強
を
し
た
り
、

施
設
見
学
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
お
楽
し
み
会
と
し
て
夏
は

七
夕
会
、冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
11
月
27
日
㈰
、
北

山
の
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
子
供

た
ち
、
会
員
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
30
数

名
が
集
ま
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
合
唱
・
合
奏

し
た
り
、
ツ
リ
ー
を
飾
り
つ
け
た
り
し
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
登
場
の
際
に
は
、
み
ん
な
大
喜
び
で
し

た
。多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

楽
し
く
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

1 入所資格
　放課後児童クラブに入所する児童は、次の要件を備えて
いることが必要です。
　●美作市に住所を有する児童
　●原則として、小学1年生から3年生までの児童
　●就労等により、昼間、保護者がいない家庭の児童

※入所希望者が多い場合、児童の学年、保護者の勤務状況、児
童の家庭状況等を判断のうえ、入所をお断りすることがあります。
※4年生以上の児童は、定員に余裕があれば一定の条件により受
け入れも可能です。

2 開所日・開所時間
　●月～金曜日：放課後から午後6時
　●土曜日・学校休業日・長期休暇  午前8時から午後6時

※但し、日曜日、祝祭日、お盆（8月13日～15日）、年末年始（12月28日
～1月4日）は閉所になります。

3 料金
　1 入会金：年額1,500円（傷害保険料等）
　2 利用日が1ヶ月に8日以下の場合（但し、土曜日は除く）

　3 利用日が1ヶ月に９日以上の場合（但し、土曜日は除く）

※一人親家庭及び父母のいない児童を養育している家庭の児童
の利用は、基本月額が半額になります。
※兄弟姉妹共に利用している場合は、2人目以降の児童は基本月
額が半額になります。

4 申し込み
 申請書類（利用申請書・利用調査票・就労証明書・誓約書
を美作市社会福祉協議会各支所または利用を希望される
放課後児童クラブに提出してください。
5 放課後児童クラブ一覧
 現在、美作市内には８ヶ所の放課後児童クラブを開所して
います。

平成24年度 放課後児童クラブ 入所児童の募集について

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

　美作市社会福祉協議会では、保護者の就労等により、昼間、保護者のいない家庭の小学1年生から3年生まで
の児童が放課後に安心して過ごすことができる生活の場として、市内8ヶ所に『放課後児童クラブ』を開設してい
ます。現在、平成24年度の入所児童を次のとおり募集しています。（申込締切2月24日㈮）詳しくは最寄りの美作
市社会福祉協議会各支所へお問い合わせください。

　　　 利用日
放課後（月～金曜日）
学校休業日
長期休暇（春・夏・冬休み）
土曜日

　 利用料
日額 500円
日額 1,000円
日額 1,000円
日額 1,000円

午後6時以降

30分  100円

　　  利用日
放課後（月～金曜日）
学校休業日
長期休暇
（春・夏・冬休み）
土曜日

　　 利用料

基本月額 8,000円

（基本月額8,000円）
＋300円×利用日数
日額 1,000円

午後6時以降

30分  100円

①勝田チャイルドホーム

②大原放課後児童クラブ「ムサシ」

③東粟倉放課後児童クラブ「あわくらっこ」

④第一児童クラブ「ぴのきお」

⑤北児童クラブ「ダンボ」

⑥えみっこ放課後児童クラブ

⑦放課後児童クラブ「ドリーム」

⑧英田放課後児童クラブ

美作市真加部20-3（ひまわり園内）

美作市下町326-6（大原小学校敷地内）

美作市東青野（東粟倉小学校体育館2F）

美作市湯郷58（美作第一小学校敷地内）

美作市楢原中60（美作北小学校敷地内）

美作市江見573（江見小学校敷地内）

美作市土居249（JA勝英土居支店２F）

美作市福本806-1（生涯学習センター内）

３５人

３０人

１５人

５０人

５０人

３０人

３０人

４０人

定　員
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大
原
支
所

勝
田
支
所

いはい!

　

12
月
20
日
㈫
、
美
作
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
苑
に
て
梶
並
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
及
び
梶
並
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
餅

つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
梶
並

地
区
（
右
手
・
真
殿
・

梶
並
・
楮
・
東
谷
上
・

東
谷
下
）
で
字
ご
と
に

組
織
さ
れ
て
い
た
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
を
梶

並
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
一
体
化
し
、

そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
梶
並
地
区
住
民
や

梶
並
小
学
校
児
童
、
子

育
て
サ
ロ
ン
の
親
子
等
、

総
勢
約
２
０
０
人
が
集

ま
り
、
盛
大
に
梶
並
地

区
社
協
誕
生
を
祝
い
ま

し
た
。

　

11
月
28
日
㈪
、
大
原
小
学
校
で
大
原
・
大

吉
地
区
一
人
暮
ら
し
の
会
と
大
原
小
学
校
１

年
生
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
１
年
生
に

よ
る
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
と
歌
の
発
表

が
あ
り
、
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
大
原
地

区
一
人
暮
ら
し
の
会
会
長
の
春
名
利
勝
さ
ん

が
、
大
原
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
当
時
の
こ

と
を
話
さ
れ
、
会
員
有
志
に
よ
る
三
味
線
と

民
謡
が
披
露
さ
れ
、
初
め
て
身
近
で
聞
く
三

味
線
の
音
色
に
子
供
た
ち
も
手
拍
子
を
打
っ

た
り
、
こ
の
日
の
た
め
に
折
り
紙
の
コ
マ
を

準
備
さ
れ
た
会
員
も
お
ら
れ
、
思
い
が
け
な

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し

た
。

　

昨
年
度
、
讃
甘
・
大
野
地
区
か
ら
始
ま
っ

た
一
人
暮
ら
し
の
会
と
小
学
校
１
年
生
の
交

流
会
で
す
が
、
今
回
、
小
学
校
の
校
舎
に
入

る
の
は
初
め
て
と
い
う
方
ば
か
り
で
、
交
流

給
食
の
後
、
新
し
い
校
舎
を
手
を
つ
な
い
で

子
供
た
ち
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
１
年
生
か
ら
元

気
を
も
ら
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
楽
し
い
１
日

を
す
ご
さ
れ
ま
し
た
。

梶
並
地
区
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
の
開
催

大
原
・
大
吉
地
区
一
人
暮
ら
し
の
会
と

大
原
小
学
校
１
年
生
が
交
流

手をつないで校舎を案内する子供たち三味線の演奏をする会員さん

参加者による餅つきの様子

も

さ
の
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いはい!

東
粟
倉
支
所

　

11
月
17
日
㈭
、
愛
の
村
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
丹
波
市
柏
原
町
囲
碁
ボ
ー
ル
普
及

会
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
原
・
東
粟
倉
支
部
主

催
（
美
作
市
社
協
共
催
）
に
よ
る
「
囲
碁
ボ
ー
ル
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
丹
波
市
柏
原
町
で
誕
生
し
た
囲
碁
ボ
ー
ル
が
、
今
年
で
20
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成
17
年
か
ら
親
交
を
続
け
て
い
る
東
粟
倉
地
域
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
囲
碁
ボ
ー
ル
普
及
会
の
由
良
会
長
か
ら
、「
美
作
市
東
粟
倉
地

域
は
、
早
く
か
ら
囲
碁
ボ
ー
ル
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
囲
碁

ボ
ー
ル
誕
生
20
年
を
機
に
一
層
の
普
及
を

図
り
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
原
・
東
粟
倉
支
部
の
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
と
囲
碁
ボ
ー
ル
普
及
会
の
６

チ
ー
ム
24
名
を
含
む
、
24
チ
ー
ム
総
勢
約

１
０
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
団
体
戦
が
行

わ
れ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
、
柏
原
町

の
皆
さ
ん
が
〝
一
日
の
長
〞
で
、
貫
禄
の

勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
柏
原
町
の
皆
さ
ん
に
は
、
お

土
産
の
〝
後
山
大
根
〞
が
手
渡
さ
れ
、
囲

碁
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
和
や
か
な
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

囲
碁
ボ
ー
ル
交
流
会
の
開
催

総勢約100名が参加し、熱戦が繰り広げられました。

子育て支援について協議する参加者

　

12
月
12
日
㈪
、
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
家
庭
教

育
支
援
員
、
児
童
委
員
、
愛

育
委
員
、
保
健
師
、
教
育
委

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

で
、
子
育
て
支
援
情
報
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
子
育
て
支
援
者
が
、

お
互
い
の
活
動
を
報
告
し
合

う
の
は
初
め
て
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

参
観
日
で
の
託
児
や
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

ま
た
、
子
育
て
相
談
員
か
ら

は
地
域
で
の
活
動
状
況
や
幼

稚
園
・
小
学
校
で
の
訪
問
交

流
、
児
童
虐
待
問
題
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
地
域
に
よ
っ

て
子
育
て
支
援
環
境
が
異
な
っ
て
い
る
」「
子
供
を
地
域
で
見
守
る
環
境
を
ど

う
つ
く
る
か
が
課
題
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
地
域
で
見
守
る
子
育
て
支
援

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、
今
後
も
情
報
交
換
会
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

地
域
で
子
育
て
を
支
援
し
よ
う
！

〜
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
情
報
交
換
会
〜

い
ち
じ
つ

ち
ょ
う
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美作市明見137番地（docomo前）
TEL 0868-72-9800
 0800-200-9811
http://salon-pepe.com

サロンぺぺ
本社/岡山市北区津高366-1
TEL（086）252-6417㈹
FAX（086）252-3182

鶴亀製品製造元

岡山三誠株式会社
OKAYAMA SANSEI CO.,LTD.

URL  http://www.okayamasansei.co.jp
E-mail : active@okayamasansei.co.jp

当店ご来店困難な（体の不自由な方・寝たきりの方）
老人福祉施設・障害者支援施設・その他施設、訪問
サービスいたします!

カット
¥1,500

シルバー会員募集
（65歳以上）

地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容

•当事者の声をしっかり聴いてほしい。
•会員の加入促進と参加しやすい活動内容を検討してほしい。
•各団体の活動内容がわかるよう広報活動を強化してほしい。

「住民の声」を解決するための取り組み

活動目標6 当事者団体組織活動の強化
　美作市には様々な当事者団体が活動しています。当事者団体の会員増加と組織活動の充実、それぞ
れの団体への理解を深めていただくために広報活動を強化します。

❶ 関係機関とのネットワーク強化
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•会員の意見や要望の調査に協力し、役員会等に諮ります。
（意見書・要望書の作成協力）
•事務局として各種団体の連携を働きかけます。（交流会の
開催）

•会員が気軽に参加できる行事を行いまし
ょう。
•各団体と連携して活動できる体制をつく
りましょう。

❷ 当事者団体活動の強化
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•会員アンケート調査等の協力をし、実態把握を行います。
•年代や障がい別等の部会づくりを支援し、ニーズに沿った
新規組織づくりを推進します。

•会員の加入促進に取り組みましょう。

アンケートや座談会から
寄せられた「住民の声」
（活動目標が生まれた背景）

Part.6

地域の取り組みを支援するための社協実施事業

❸ 広報活動の強化
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•新聞やみまチャンネル、社協だより等を活用し、当事者団
体の活動理解を深める広報を支援します。

•市民に対し団体の活動内容がわかるよう
広報活動をしましょう。
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全メーカー新車、中古車販売
修理　板金、塗装
自動車保険　JA、東京海上日動

民間車検工場
NATSUKI  AUTO  SERVICE有限会社

名月オートサービス
〒707-0412　岡山県美作市古町56

TEL（0868）78-2700　FAX（0868）78-4788

車のことなら
　何でもおまかせ!

助成金情報
（民間助成事業のご案内）

【 主 旨 】

【助成対象の文化活動】

【応 募 資 格】

【助 成 対 象 期 間】

【助 成 金 額】

【応 募 方 法】

【募 集 期 間】

【お問い合わせ先】

㈶福武教育文化振興財団は、人づくり、地域づくりを応援しています。文化活動助成は、岡山県の
伝統文化の伝承や後継者の育成、文化芸術の向上、地域文化の創造などに取り組む個人、団体
がより発展し、地域の活性化につながることを期待しています。

文化・芸術交流等による東日本大震災被災地支援活動を含みます。
①伝統文化振興　②文化芸術活動　③地域文化創造

岡山県内で文化活動を行っている個人・団体。ただし、学術研究や単なる趣味・同好会の活動等
は対象となりません。原則として社会人を対象としますが、活動の内容によっては青少年のグループ
も対象となります。

平成24年4月1日～平成25年3月31日

１件の上限30万円

所定の申請書・資料貼り付け用紙に、必要事項をご記入の上、財団事務局宛に郵送してください。

平成23年12月1日～平成24年1月31日　＜当日消印有効＞

岡山市北区南方3-7-17　財団法人 福武教育文化振興財団 事務局  TEL 086-221-5254

㈶福武教育文化振興財団 平成24年度文化活動助成

美作市宮本 5 0 - 1

TEL(0868)78-2002  FAX(0868)78-3022

岡山県知事許可（般-21）第16279号

㈲森岩木材㈲森岩木材

建 築 材 ・ 製 材 ・ 林 業
土木建築請負・上下水道工事全般

「特技ボランティアさん」を募集しています。「特技ボランティアさん」を募集しています。「特技ボランティアさん」を募集しています。あなたもサ
ロンで

  活躍してみ
ませんか!あなたもサ
ロンで

  活躍してみ
ませんか!あなたもサ
ロンで

  活躍してみ
ませんか!

　美作市社会福祉協議会では、手芸や手品、楽器演奏など特技を活かしたボランティア活動をしていただける
「特技ボランティアさん」を募集しています。
　あなたも、自分の特技を活かしてみんなに喜ばれるそんな素敵なボランティア活動をしてみませんか。

　例えば、手芸・手品・お茶・フラワーアレンジメント・押し花・楽器演奏・合唱・舞踊・日曜大工などや、地域の歴史・
野菜作り・昔話などの語り部などもいいと思います。これ以外にもまだまだいろんな特技があるかと思います
ので、まずは、お気軽に社協までご連絡ください。

○どんな特技があればいいの？

•安心して活動できるように、ボランティア活動保険に加入します。─ボランティア活動中の不慮の事故に対
応するため、毎年度初回ボランティア活動のときに社協でボランティア活動保険に加入させていただきます。
•ボランティア等の情報提供を行います。─希望者には、メールなどを使って、助成金情報や、ボランティア研
修案内など様々な福祉情報を提供させていただきます。

○社協から、特技ボランティアさんへの支援
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一
般
寄
付

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

久　

賀　
　

森　
　

治
樹　

様

（
亡　

義　

章
）

余　

野　
　

西
井　

富
男　

様

（
亡　

八
江
子
）

江
ノ
原　
　

大
坊　

哲
也　

様

（
亡　

知　

之
）

古　

町　
　

春
名　

徹
也　

様

（
亡　

一　

男
）

古　

町　
　

酒
井　

輝
子　

様

（
亡　

萩　

野
）

古　

町　
　

原
田　

和
昭　

様

（
亡　

節　

夫
）

宮　

本　
　

福
原　

悦
子　

様

（
亡　

茂　

代
）

今　

岡　
　

福
田　

安
秀　

様

（
亡　

和　

美
）

川　

上　
　

平
田　

和
夫　

様

（
亡　

博　

）

桂　

坪　
　

岩
江　

雅
継　

様

（
亡　

義　

人
）

友　

野　
　

安
川　

忠
男　

様

（
亡　

綾　

子
）

海　

田　
　

小
林　

宣
子　

様

（
亡　

元　

雄
）

海　

田　
　

須
田　

芳
子　

様

（
亡　

正　

澄
）

三
倉
田　
　

天
野　

心
平　

様

（
亡　

輝　

男
）

安　

蘇　
　

檜
尾　

和
正　

様

（
亡　

要　

）

湯　

郷　
　

濵
田　

博
義　

様

（
亡　

や
す
ゑ
）

小　

野　
　

原　
　

菊
子　

様

（
亡　

芳　

男
）

山　

手　
　

木
下　

弥
生　

様

（
亡　

内
海
ハ
ル
ヨ
）

江　

見　
　

山
下　

眞
行　

様

（
亡　

光　

男
）

土　

居　
　

赤
鹿　
　

誠　

様

（
亡　

武　

久
）

土　

居　
　

山
本　
　

薫　

様

（
亡　

榮　

）

土　

居　
　

山
本　
　

孝　

様

（
亡　

美
代
子
）

竹　

田　
　

岩
本　

光
史　

様

（
亡　

澤　

子
）

上
福
原　
　

黒
石　

正
明　

様

（
亡　

ふ
み
こ
）

角　

南　
　

藤
井
あ
き
こ　

様

（
亡　

繁　

）

三
保
原　
　

牧
本　

恭
子　

様

（
亡　

直　

樹
）

　

奥　
　
　

赤
堀　

公
一　

様

（
亡　

人　

己
）

津
山
市　
　

太
田　

佑
人　

様

（
亡　

節　

一
）

勝
央
町　
　

小
林　

浩
三　

様

（
亡　

幹　

榮
）

岡
山
市　
　

小
林　

典
　

様

（
亡　

元　

雄
）

京
都
府　
　

本
城　

照
芳　

様

（
亡　

浩　

子
）

梶　

並　
　

宇
野
み
ち
子　

様

東
青
野　
　

福
田　

耕
一　

様

宮　

原　
　

春
名　

道
雄　

様

山　

手　
　

木
下　

弥
生　

様

山　

手　
　

山
本
カ
メ
ヨ　

様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

　

勝
田
地
域
梶
並
地
区
で
６
町
内
会

が
ま
と
ま
り
、
梶
並
地
区
社
協
が
誕

生
し
た
。
地
区
社
協
は
、
小
学
校
区

単
位
、
あ
る
い
は
生
活
圏
域
単
位
で

組
織
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
活
動
は

町
内
会
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
生

活
・
福
祉
課
題
に
取
り
組
む
地
域
福

祉
推
進
組
織
で
あ
る
。
梶
並
地
区
で

は
、
地
区
社
協
設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
こ
の
度
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き

大
会
が
寒
風
の
中
、
多
く
の
地
域
住

民
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

同
地
区
社
協
の
今
後
の
活
動
に
期
待

し
た
い
。

　

美
作
地
域
で
は
、
他
地
域
に
先
駆

け
て
美
作
地
域
福
祉
推
進
連
絡
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
推
進
連
絡
会
議
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
美
作
地
域
の
民

生
児
童
委
員
・
愛
育
委
員
・
栄
養
委

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
・
地
域

社
協
等
５
団
体
の
役
員
と
そ
れ
ぞ
れ

の
事
務
局
、
市
社
協
で
、
美
作
地
域

に
お
け
る
福
祉
団
体
間
の
連
携
を
強

め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
で
「
支
え
た
り
支
え
ら
れ
た

り
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

人
々
が
集
い
、
意
見
や
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
行
動

す
る
環
境
づ
く
り
を
美
作
市
社
協
と

し
て
更
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会


